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自主開示こそ
情報公開
の肝。

元カゴメ株式会社 執行役員

長井 進氏

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
も
た
ら
す
経
営
革
新
　
桜
本
利
幸
氏

Ａ
Ｉ
時
代
の
経
理
財
務
の
仕
事
と
は
何
か
？
　
脇 

一
郎



株
主
６
５
０
０
名
か
ら

17
万
名
に

―
ご
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
９
７
３
年
カ
ゴ
メ
に
入
社
し
、
39
年
間

勤
め
て
き
ま
し
た
。
最
初
の
１
年
間
、
営
業

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
目
に
上
場
準
備

要
員
と
し
て
経
理
部
に
配
転
と
な
り
、
上
場

の
仕
事
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
５

年
余
り
在
籍
後
、
大
阪
と
東
京
で
営
業
関
係

の
仕
事
を
約
10
年
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
結
果
的
に
は
、
そ
の
後
の
経
理

や
財
務
、
そ
し
て
Ｉ
Ｒ
関
連
の
仕
事
に
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

―
独
自
の
Ｉ
Ｒ
戦
略
で
、
株
主
を
６
５
０
０

名
か
ら
17
万
名
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
６
年
の
定
時
株
主
総
会
を
も
っ

て
、
カ
ゴ
メ
は
１
８
９
９
年
創
業
以
来
初
の

創
業
家
以
外
か
ら
の
社
長
が
就
任
。
い
わ
ゆ

る
資
本
と
経
営
が
分
離
し
ま
し
た
。
６
代
目

社
長
に
就
任
し
た
伊
藤
正
嗣
氏
は
、
98
年
か

ら
Ｉ
Ｒ
活
動
に
着
手
。
２
０
０
０
年
１
月
に

発
表
し
た
企
業
理
念
の
一
つ
に
「
開
か
れ
た

企
業
」
を
掲
げ
、
株
主
へ
の
積
極
的
な
情
報

開
示
に
転
じ
た
の
で
す
。
こ
の
新
・
創
業
と

も
い
う
べ
き
時
期
に
、
私
は
経
理
部
長
を
務

め
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
「
株
主
総
会
を
対

話
と
交
流
の
場
に
、
か
つ
、
集
中
日
か
ら
１

週
間
前
倒
し
で
開
催
」
と
い
う
ト
ッ
プ
方
針

を
受
け
て
、
98
年
か
ら
実
践
し
ま
し
た
。
同

時
に
情
報
開
示
の
早
期
化
に
取
り
組
み
、
00

年
９
月
中
間
期
か
ら
翌
月
以
内
の
短
信
発
表

可
能
な
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

次
に
取
り
か
か
っ
た
の
が
、
金
融
機
関
の

持
合
株
式
を
活
用
し
た
個
人
株
主
づ
く
り
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
カ
ゴ
メ
は
、
金
融
機
関
や

創
業
家
等
の
安
定
株
主
が
約
７
割
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
金
融
機
関
の
持
合
株
式
を
解
消

し
て
、
自
社
商
品
や
会
社
に
愛
着
を
持
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
主
婦
を
中
心
と
し
た
“
カ

ゴ
メ
フ
ァ
ン
株
主
”
を
増
や
す
。
そ
れ
が
経

営
の
強
い
意
向
で
し
た
。
01
年
、
株
式
購
入

の
１
単
元
数
を
１
０
０
０
株
か
ら
１
０
０
株

に
引
き
下
げ
、
同
時
に
「
年
２
回
、
新
商
品

を
中
心
に
株
主
に
贈
呈
す
る
」
カ
ゴ
メ
な
ら

で
は
の
株
主
優
待
制
度
を
導
入
。
金
融
機
関

と
の
持
合
株
式
の
約
半
数
相
当
８
０
０
万
株

を
放
出
し
て
も
ら
っ
て
株
式
売
出
し
を
実

施
。
こ
れ
で
一
気
に
２
万
７
８
０
０
名
の

フ
ァ
ン
株
主
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
06
年
（
１
２
５
万
株
）
と
10
年

（
２
２
３
万
株
）
に
残
り
の
持
合
株
式
を
売

出
し
、
05
年
９
月
末
に
株
主
数
は
10
万
名
を

超
え
、
11
年
３
月
末
に
17
万
名
を
突
破
し
ま

し
た
。

ま
ず
社
内
か
ら

情
報
オ
ー
プ
ン
化
！

―
フ
ァ
ン
株
主
獲
得
の
狙
い
は
？

投
資
家
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
企

業
の
長
期
に
わ
た
る
資
産
を
支
え
る
有
用
な

資
本
と
し
て
適
当
で
は
な
い
。
こ
れ
が
私
の

長
年
の
経
験
か
ら
得
た
持
論
で
す
。
投
資
家

は
配
当
や
売
買
に
よ
る
経
済
性
を
短
期
間
に

求
め
ま
す
。
一
方
、
大
衆
生
活
者
の
フ
ァ
ン

株
主
は
商
品
や
企
業
、
社
会
貢
献
活
動
等
を

応
援
し
て
く
れ
な
が
ら
、
長
期
継
続
保
有
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
個
人
フ
ァ
ン

株
主
の
方
々
が
、
企
業
価
値
を
創
り
出
し
、

株
価
も
下
支
え
し
て
く
れ
ま
す
。
実
際
、
カ

ゴ
メ
の
フ
ァ
ン
株
主
は
、
自
社
商
品
を
一
般

消
費
者
の
10
倍
以
上
購
入
し
て
く
れ
て
い
る

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
し
て
カ
ゴ
メ

フ
ァ
ン
株
主
は
、
10
年
後
も
保
有
し
て
い
る

割
合
が
４
割
に
も
上
り
ま
す
。

―
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
は
？

何
と
言
っ
て
も
フ
ァ
ン
株
主
を
増
や
す
と

い
う
方
針
を
、
ト
ッ
プ
が
打
ち
出
し
貫
い
た

こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

フ
ェ
ア
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
開
示
す

る
。
さ
ら
に
大
衆
生
活
者
に
も
理
解
し
て
も

ら
え
る
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
内
容
に

す
る
。
株
主
に
隠
す
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
制
度
開
示
は
当
た
り
前
、
さ
ら
に
独
自

の
自
主
開
示
を
ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
か
。

そ
れ
が
情
報
開
示
の
一
番
の
肝
で
す
。
例
え

ば
、
金
融
庁
の
ル
ー
ル
に
は
１
億
円
以
下
の

役
員
報
酬
は
公
開
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
カ
ゴ
メ
は
株
主
か
ら
の
ご
要
望
に
応

え
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
積
極
果
敢
な
情
報

開
示
こ
そ
、
フ
ァ
ン
株
主
の
方
々
に
安
心
感

を
提
供
で
き
る
最
高
の
ツ
ー
ル
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

こ
の
仕
事
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
社
長
ご

自
身
が
「
ま
ず
社
内
か
ら
情
報
を
オ
ー
プ
ン

に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
言
葉
が

何
よ
り
も
心
強
く
有
り
難
か
っ
た
。
機
密
事

項
以
外
、
社
内
の
経
営
会
議
や
各
部
門
の
会

議
内
容
を
掲
示
板
に
し
て
、
従
業
員
の
誰
も

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
整
え
ま
し

た
。企

業
の
最
大
の
商
品
は“
株
式
”

―
Ｉ
Ｒ
の
秘
訣
、
経
理
財
務
の
役
割
は
？

株
主
と
う
ま
く
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
に

は
、
株
主
の
気
持
ち
、
株
主
の
立
場
に
な
れ

る
か
ど
う
か
で
す
。
そ
れ
を
経
営
陣
に
考
え

判
断
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
適
時
適
切
な
情

報
提
供
が
不
可
欠
で
す
。
株
主
が
10
万
名
を

超
え
た
辺
り
か
ら
、
カ
ゴ
メ
の
株
価
が
日
経

平
均
と
か
い
離
し
始
め
ま
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ

（
株
主
資
本
利
益
率
）
は
３
〜
４
％
台
で
も

Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
株
価
純
資
産
倍
率
）
が
２
倍
前
後
。

そ
の
一
つ
の
要
因
が
多
く
の
大
衆
フ
ァ
ン
株

主
の
存
在
で
す
。
ア
ナ
リ
ス
ト
が
割
高
と
判

断
し
て
投
資
家
が
売
却
し
た
株
を
、
フ
ァ
ン

株
主
が
こ
ぞ
っ
て
購
入
し
、
下
支
え
し
て
く

だ
さ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
株
価
も
安
定
し
、

結
果
的
に
株
主
資
本
コ
ス
ト
が
低
位
な
株
主

構
成
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
企
業
が
提
供
す
る
最
大
の
商
品
は
株
式
」

と
、
私
は
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
多
種
多
様
な
側
面
を
持
っ
た

「
お
客
さ
ま
フ
ァ
ン
株
主
」
の
創
出
に
よ
っ

て
、
株
主
資
本
は
よ
り
強
固
に
な
り
ま
す
。

気
候
や
為
替
等
の
外
的
要
因
で
業
績
が
大
き

く
変
動
す
る
食
品
業
界
に
あ
っ
て
、
カ
ゴ
メ

は
上
場
以
来
、
三
期
に
一
回
減
益
決
算
で
し

た
。
そ
れ
で
も
株
価
は
市
場
に
さ
ほ
ど
翻
弄

さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
安
定
し
た
株
価
形
成

が
で
き
ま
し
た
。
事
業
活
動
を
支
え
る
、
長

期
で
よ
り
安
定
し
た
、
か
つ
低
コ
ス
ト
の
株

主
資
本
を
創
り
上
げ
る
こ
と
。
そ
れ
が
経
理

財
務
の
重
要
な
一
つ
の
機
能
で
あ
り
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

株
主
に
隠
す
こ
と
は
何
も
な
い
。

自
主
開
示
こ
そ
情
報
公
開
の
肝
。
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Ｃ
Ｒ
Ｍ

（C
ustom

er R
elationship 

M
anagem

ent

）

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に

進
化
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｍ
は
、
機
械
学
習
に

よ
っ
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し

始
め
た
。

日
本
の
首
都
圏
を
中
心
に
展
開
す

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
Ａ
社
は
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
個
人

の
特
定
と
購
買
履
歴
が
把
握
で
き
る

こ
と
を
利
用
し
て
、
売
上
ア
ッ
プ
と

ロ
イ
ヤ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
づ
く
り
の
新

し
い
試
み
を
開
始
し
た
。
例
え
ば
、

月
に
一
回
歯
磨
き
粉
を
購
買
し
て
い

る
顧
客
が
、
そ
ろ
そ
ろ
歯
磨
き
粉
が

切
れ
そ
う
な
こ
ろ
、
支
払
い
時
に
レ

シ
ー
ト
と
一
緒
に
歯
磨
き
粉
の
ク
ー

ポ
ン
が
付
い
て
く
る
。
レ
ジ
を
通
っ

て
精
算
が
終
わ
る
ほ
ん
の
10
秒
ほ
ど

の
間
に
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
と
い
う

個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
と
膨
大
な

Ｐ
Ｏ
Ｓ
情
報
を
紐
づ
け
る
こ
と
で
、

こ
の
顧
客
が
い
つ
ど
こ
の
お
店
で
何

を
買
っ
た
か
が
わ
か
る
。
人
間
で
は

到
底
な
し
え
な
い
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー

ド
の
達
成
。
時
間
の
限
界
を
超
え
る

―
そ
れ
が
機
械
学
習
の
最
大
の
強

み
で
も
あ
る
。

銀
行
や
証
券
会
社
で
は
顧
客
の
離

反
防
止
に
機
械
学
習
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
金
融
機
関
は
合

Theme

1

併
が
進
ん
だ
結
果
、
一
行
が
管
理
す

る
口
座
数
が
倍
増
。
膨
大
な
口
座
管

理
は
手
間
が
か
か
り
管
理
が
行
き
届

か
ず
、
知
ら
ぬ
間
に
口
座
解
約
に
至

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で

機
械
学
習
エ
ン
ジ
ン
に
、
口
座
解
約

し
た
人
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
年
齢
、

地
域
、
性
別
、
家
族
構
成
、
取
引
履

歴
…
…
）
等
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入

れ
て
、
最
も
解
約
し
て
い
る
人
の
標

準
的
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
ぶ
り

だ
し
、
離
反
防
止
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
打
つ
。
人
間
が
や
ろ
う
と
す
る
と

何
カ
月
も
か
か
り
、
そ
の
間
に
や
め

て
し
ま
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
量
の
限
界
を
超
え
る
―
―
そ
れ

が
、
機
械
学
習
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

Ｏ
ｐ
ｅ
ｒａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ｓ

経
理
業
務
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
、
い
ま
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
処
理
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
売
掛
金
の

入
金
消
し
込
み
。
売
掛
金
デ
ー
タ
と

銀
行
入
金
デ
ー
タ
を
見
比
べ
て
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
作
業
が
、
機
械
学
習

に
よ
っ
て
自
動
化
が
可
能
に
な
っ

た
。
過
去
の
請
求
か
ら
入
金
ま
で
の

期
間
、
入
金
さ
れ
る
銀
行
・
支
店
、

複
数
の
請
求
を
ま
と
め
て
入
金
し
た

Theme

2

り
、
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
入

金
し
た
り
と
い
っ
た
入
金
傾
向
等
の

デ
ー
タ
を
学
習
し
て
予
測
す
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
現
在
、
提
案
ベ
ー
ス

に
の
っ
て
お
り
、
こ
の
記
事
が
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
動
き
始
め
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
総
合
家
電

メ
ー
カ
ー
Ｂ
社
で
は
、
税
金
、
賄
賂
、

輸
出
規
制
な
ど
の
リ
ス
ク
を
縮
小
す

る
た
め
に
、
機
械
学
習
で
作
成
し
た

ハ
イ
リ
ス
ク
取
引
探
知
モ
デ
ル
を
組

み
込
ん
だ
不
正
管
理
シ
ス
テ
ム
と
Ｅ

Ｒ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
全
件
検
索
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

チ
ェ
ッ
ク
を
実
現
し
た
。
年
間
95
万

件
あ
る
各
拠
点
の
支
払
い
を
す
べ
て

チ
ェ
ッ
ク
し
、
リ
ス
ク
を
探
知
す
る

と
管
理
者
に
ア
ラ
ー
ト
が
飛
ぶ
。
高

リ
ス
ク
の
支
払
は
一
時
ブ
ロ
ッ
ク
し

て
不
正
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
し
く
み

も
あ
る
。Ｆ

ｒ
ａ
ｕ
ｄ

不
正
防
止
に
も
機
械
学
習
は
威
力

を
発
揮
し
て
い
る
。
20
の
不
正
探
知

Theme

3
Theme

4

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
28
年
ぶ
り
に

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、

監
督
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
片
手
に
ベ
ン

チ
か
ら
選
手
に
次
々
に
指
示
を
出
す

情
報
戦
術
で
注
目
を
集
め
た
。
優
秀

な
ア
ナ
リ
ス
ト
が
、
例
え
ば
Ａ
選
手

の
サ
ー
ブ
デ
ー
タ
か
ら
次
に
打
た
れ

る
で
あ
ろ
う
可
能
性
の
高
い
球
種
や

場
所
を
判
断
し
て
、
そ
の
結
果
を
逐

一
監
督
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
に
示
す
。

２
０
１
５
年
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

日
本
代
表
は
そ
れ
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
分
析
に
機
械

学
習
（m

achine learning

）
を
採

用
し
、
予
想
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
試
合

進
行
中
で
も
動
的
に
変
え
る
と
い
う

離
れ
業
が
用
い
ら
れ
た
。
リ
オ
五
輪

で
は
メ
ダ
ル
に
は
手
が
届
か
な
か
っ

た
が
、
五
輪
出
場
を
か
け
た
最
終
予

選
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

２
０
１
４
年
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
・
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
に
お
け

る
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
優
勝
に
Ｓ
Ａ
Ｐ
の

デ
ー
タ
収
集
・
分
析
技
術
が
大
き
く

貢
献
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
カ
メ
ラ
で
収
集

し
た
選
手
の
デ
ー
タ
は
１
試
合
あ
た

り
４
０
０
０
万
件
に
も
及
ぶ
。
従
来

の
２
０
０
０
件
か
ら
指
数
関
数
的
に

増
加
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
勝

利
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

瞬
時
、瞬
時
に
指
示
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
が
経
営
の

在
り
方
を
変
え
る

こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
分
析
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
、

威
力
を
発
揮
し
て
い
る
の
が
、
機
械

学
習
と
呼
ば
れ
る
技
術
で
あ
る
。

機
械
学
習
と
は
、
簡
単
に
言
え

ば
、
人
間
が
学
習
す
る
よ
う
に
機
械

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
に
学
習
機
能
を

持
た
せ
る
技
術
の
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
一
領
域
に
あ
た
る
。

自
動
化
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
解
析
に

よ
っ
て
機
械
が
自
分
で
情
報
を
分
類

し
、
分
析
す
る
。
言
わ
ば
、「
人
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
注
入
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
人

間
が
限
界
を
超
え
る
た
め
の
強
力
な

ツ
ー
ル
と
な
る
。

機
械
学
習
で

何
が
で
き
る
の
か
？

も
ち
ろ
ん
機
械
学
習
が
用
い
ら
れ

る
場
は
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
な
い
。
む

し
ろ
主
戦
場
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に

あ
る
。
経
営
の
在
り
方
は
激
変
し
て

い
る
。
25
日
時
点
で
月
末
の
着
地
点

を
予
想
す
る
の
が
先
進
的
企
業
の
経

営
手
法
で
あ
り
、
機
械
学
習
を
使
え

ば
そ
れ
が
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、

経
費
や
プ
ラ
イ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
動
な
ど
経

営
の
打
ち
手
を
月
次
で
実
践
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
（
経
営
・

管
理
）
領
域
で
、
機
械
学
習
が
ツ
ー

ル
と
な
る
テ
ー
マ
は
、
大
き
く
４
つ

に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
テ
ー
マ

ご
と
に
事
例
を
み
て
い
こ
う
。

ル
ー
ル
を
活
用
し
て
４
万
件
の
請
求

デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
た
欧
州
の
保

険
会
社
Ｃ
社
で
は
、
誤
検
知
が
頻

発
。
結
果
と
し
て
多
く
の
不
正
請
求

を
取
り
逃
し
て
い
た
。
機
械
学
習
を

使
っ
て
既
存
ル
ー
ル
と
請
求
デ
ー
タ

の
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実
効
性

の
あ
る
不
正
検
知
ル
ー
ル
は
２
個
だ

け
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
同
時
に
機

械
学
習
は
新
た
な
ル
ー
ル
を
３
つ
導

き
出
し
た
。
こ
れ
ら
を
不
正
管
理
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
み
、
誤
検
知
は

90
％
、
調
査
工
数
は
85
％
削
減
。
誤

検
知
に
よ
る
無
駄
な
仕
事
が
減
り
、

不
正
の
取
り
逃
し
も
ゼ
ロ
に
近
づ
い

た
。

＊

次
号
で
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

や
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
を

実
現
し
た
背
景
と
企
業
シ
ス
テ
ム
の

さ
ら
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
実

際
を
見
て
い
き
た
い
。

ＡＩ（ 人 工 知 能 ）がもた 		 らす 経 営 革 新
Viewpoint 機械学習で時間と量の限界を超える

人間が限界を超える手助け
（＝自動化とアルゴリズム的解析）

図表1

「人のノウハウ」で
「機械」を使う

「人のノウハウ」を
注入された

「機械」を「人」が使う
ノウハウ

ノウハウ

桜本利幸氏

ＳＡＰジャパン株式会社
ＣＦＯソリューション推進室
ITコーディネータ／公認システム監査人

P
rofile

T
oshiyuki Sakuram

oto

１
９
８
６
年
山
形
大
学
卒
業
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
入

行
。
１
９
９
８
年
日
本
オ
ラ
ク
ル
株
式
会
社
へ
。
会

計
、
財
務
、
資
金
、
経
営
管
理
、
内
部
統
制
分
野
で

の
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。
２
０
１
３
年
Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
へ
。
Ｅ
Ｐ
Ｍ
、
Ｇ
Ｒ
Ｃ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
な
ど
会

計
関
連
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、
公
認
シ
ス
テ
ム
監
査
人
。

■ 新規顧客の獲得
■ 顧客離反の食い止め
■ クロス/アップセリング
■ キャンペーン反応の向上
■ 顧客セグメンテーション
■ レコメンデーション(Web)
■ インフルエンサーの特定

■ KPI forecasting
■ 生産、稼働機器の異常検知
■ 利用予測
■ 価格・在庫最適化

■ マネーロンダリング
■ カード不正利
■ オンラインゲーム不正利用
■ 保険金請求の不正請求

■ クレジットスコアリング
■ コンプライアンス対応
(Basel II etc.)

■ 防犯、テロ対策

機械学習の４つのテーマ図表2

Operations

CRM Risk

Fraud

機械学習の
テーマ
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財
務
会
計
の
ル
ー
ル
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
的

な
論
理
性
を
も
っ
て
、
会
社
の
価
値
や
損
益

の
流
れ
を
考
え
る
。
会
計
的
な
知
識
と
自
社

ビ
ジ
ネ
ス
の
価
値
創
造
リ
ン
ク
が
、
極
め
て

重
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

―
会
社
の
人
材
政
策
に
も
変
化
が
出
て
き

そ
う
で
す
ね
。

優
秀
な
人
材
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、「
仕

訳
を
切
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
グ
ル
ー

プ
の
経
営
管
理
に
ま
わ
り
業
績
に
貢
献
せ

よ
」
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
専
門
性
の
高

い
人
材
の
流
動
性
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
Ｉ
が
入
っ
て
く
れ
ば
、
い
っ
そ
う
拍

車
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
企
業
は

社
内
で
丹
念
に
会
計
人
材
を
育
て
て
い
く
環

境
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
仇
と

な
っ
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
研
修
コ
ス
ト

を
回
収
で
き
な
い
こ
と
を
企
業
も
学
ん
で
く

る
と
思
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
へ
の
感
応
度
と

変
化
に
対
す
る
許
容
性
を
高
め
る

―
次
世
代
を
担
う
経
理
財
務
パ
ー
ソ
ン
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
は
何
で
貢
献
で
き
る
か
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
貢
献
し
た
い
の
か
、
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
法
律
、
基
準
）
対
応
の
専
門

家
に
な
り
た
い
の
か
―
―
幅
広
い
キ
ャ
リ
ア

の
道
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
貢
献
で
き
る
道

を
考
え
、
切
り
開
く
。
多
種
多
様
な
キ
ャ
リ

ア
が
認
め
ら
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
し
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
へ
の
感
応
度
の
高
さ
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
今
、
Ｉ
Ｔ
で
何

が
で
き
る
の
か
」
の
ア
ン
テ
ナ
を
常
に
敏
感

に
し
て
お
く
。
実
務
的
に
も
仕
訳
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
表
計
算
ソ
フ
ト
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
、
さ
ら
に
は
経
理
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
存
分
に
「
使

い
こ
な
す
」
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
シ

ス
テ
ム
を
「
使
い
こ
な
す
」
技
術
や
ア
イ
デ

ア
が
な
い
と
、
機
能
の
一
部
し
か
使
え
な
い
。

残
念
な
こ
と
に
、
多
く
の
組
織
が
そ
う
し
た

状
況
に
あ
り
ま
す
。「
何
が
し
た
い
か
」
を

考
え
、「
で
き
る
は
ず
」
と
思
う
。
そ
れ
が

シ
ス
テ
ム
を
「
使
い
こ
な
す
」
第
一
歩
で
す
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
の
中
核
を
担
う
人

も
、
従
来
と
異
な
る
視
点
を
持
つ
こ
と
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
に
は
無
限
の

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
業

務
・
人
材
・
組
織
の
在
り
方
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
柔
軟
性
を
も
っ
た
変
化
の
許
容

を
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経
理
財
務
の

プ
ロ
セ
ス
が
変
わ
る

―
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
と
、
経
理
財
務
に
及
ぼ

す
影
響
は
？

Ａ
Ｉ
の
技
術
は
多
様
で
す
が
、
パ
タ
ー
ン

化
で
き
る
も
の
は
、
ほ
ぼ
Ａ
Ｉ
に
よ
り
シ
ス

テ
ム
化
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
経
理
系

の
仕
事
は
監
査
も
含
め
て
、
そ
の
多
く
が
パ

タ
ー
ン
化
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
経
理
の
仕
事
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
き

く
変
わ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｉ
が
経
理
の
専
売

特
許
で
あ
る
仕
訳
・
記
帳
と
い
っ
た
簿
記
の

技
術
を
習
得
し
、
そ
の
企
業
特
有
の
仕
訳
を

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
が
仕
訳
を

起
こ
す
作
業
は
ほ
ぼ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
経
費
精
算
や
支
払
請
求
書
の
フ

ロ
ー
に
Ａ
Ｉ
が
入
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
使
え

ば
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
た
領
収
書
や
請
求
書

を
読
ん
で
、
デ
ー
タ
化
し
ま
す
。
ス
キ
ャ
ン

ニ
ン
グ
の
様
々
な
パ
タ
ー
ン
も
Ａ
Ｉ
を
用
い

て
仕
訳
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

精
度
も
著
し
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
新
興
系
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は
、
銀
行
デ
ー
タ
か
ら
仕
訳
を
自
動
的
に

作
成
す
る
仕
組
み
を
開
発
し
て
お
り
、
様
々

な
仕
訳
パ
タ
ー
ン
を
Ａ
Ｉ
で
学
習
さ
せ
自
動

化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
は

す
で
に
世
の
中
に
存
在
し
て
い
て
、
飛
躍
的

な
ス
ピ
ー
ド
で
日
常
に
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
そ
れ
を
我
々
は
認
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
経
理
財
務
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り

そ
う
で
す
ね
。

す
で
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
社
に

経
理
部
門
が
ど
う
貢
献
す
る
か
、
経
理
パ
ー

ソ
ン
と
し
て
会
社
の
業
績
に
ど
う
役
立
て
る

か
。
そ
れ
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

従
来
、
経
理
の
メ
イ
ン
業
務
で
あ
っ
た
財

務
会
計
や
税
務
会
計
と
い
っ
た
法
律
や
規
則

に
則
っ
た
処
理
は
、
あ
る
程
度
シ
ス
テ
ム
化

で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
経
理
財
務
部
門
は

法
対
応
の
制
度
会
計
に
力
点
を
置
く
の
で
は

な
く
、
管
理
会
計
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ

ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
）
に
い
っ
そ
う
シ
フ
ト
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
業
績
に
プ

ラ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
ど
う
与
え
ら
れ
る

か
。
事
業
損
益
を
計
算
し
て
事
業
部
門
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
支
え
る
な
ど
、
経
理
財
務
は
事

業
部
門
の
そ
ば
に
在
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

―
財
務
や
税
務
の
専
門
性
は
将
来
の
経
理

財
務
に
と
っ
て
は
重
き
が
な
く
な
る
？

知
識
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
会
社
は
評
価
し
な
く

な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
社

の
社
員
と
し
て
財
務
会
計
や
税
務
に
精
通
す

る
よ
り
も
、
経
営
管
理
を
通
じ
て
ビ
ジ
ネ
ス

に
貢
献
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
確
実

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
材
の
集
中
と
選
択

Ａ
Ｉ
時
代
の
経
理
財
務
の

仕
事
と
は
何
か
？

�

脇�

一
郎

H
um

an resource

Ｊ
Ｂ
Ａ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
考
え
れ
ば
、
会
計
の
専
門
性
よ
り
も
ビ
ジ

ネ
ス
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る

可
能
性
は
高
い
。
次
世
代
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
を
目
指

す
な
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
貢
献
す
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
極
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
税
務
や
会
計
の
テ
ク
ニ
カ

ル
を
極
め
た
い
な
ら
、
会
計
事
務
所
や
監
査

法
人
を
目
指
す
と
い
う
道
も
あ
り
ま
す
。
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
で
は
当
然
、
専
門
性
が

評
価
さ
れ
ま
す
し
、
事
業
会
社
は
専
門
知
識

が
必
要
な
仕
事
は
ま
す
ま
す
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
か
ら
。
キ
ャ
リ

ア
の
道
が
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
理
財
務
部
門
は

ビ
ジ
ネ
ス
の
そ
ば
に
在
れ

―
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

で
重
要
な
こ
と
は
？

会
計
の
論
理
的
な
構
造
の
理
解
が
非
常
に

重
要
に
な
り
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
カ

ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
数
字
で
あ
ら
わ
す
「
画
家
」
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
将
来
こ
の
数
字
を
達
成

す
る
に
は
、
ど
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要

か
ま
で
描
き
出
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
と
数
字
表
現
が
表
裏
一
体

に
な
る
よ
う
な
論
理
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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外資系企業（NASDAQ上場）ビジネスアナリスト、外資系
ソフトウェア会社代表取締等を経て、06年ジャパン・ビジ
ネス・アシュアランス株式会社にマネージングディレクター
として参画。内部統制関連・IFRS 対応コンサルティング、
経営管理体制構築支援などを担当。16 年 JBA グループ代
表に就任。公認会計士、早稲田大学会計大学院非常勤講師。
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英文開示サービスのご紹介

貴社の英文開示の品質を以下の項目に基づき、
英文開示の専門家の立場から評価させていただきます。

評価
項目

1� 金額、年月日、固有名詞など基本的な部分に
誤りはないか？

2� 訳抜けや明らかな誤訳はないか？
3�日本語の主旨を正しく反映しているか？
4� 経理・財務の専門用語を始めとする

訳語の選択は適切か？
5� 英語を母国語とする読者に効果的に

伝わるような英文になっているか？

JBAには、企業会計、日・米・国際会計基準、ならびに英文ライティング
のすべてに精通した専門家集団を擁しており、一般の翻訳会社を上回るクオリ
ティの英文開示をリーズナブルなコストで実現いたします。
英語面は財務・金融翻訳のプロが対応、数字面の作成・レビュー及び全

体的な品質管理は日米公認会計士が対応致します。作成から納品、監査対
応に至るまで同一のチームメンバーで一貫したサービスをご提供致します。
JBAでは業務の性質上、インサイダー情報等機密性の高い情報の取扱い

を想定し、万全なセキュリティ体制を構築しております。

【お問い合わせ先】
JBAグループ英文開示担当まで
Eメールアドレス：jba-translation@jbagroup.co.jp　TEL：03-3512-7707

我が社の英文開示文書は、果たして英語を母国語
とする読者にも効果的に伝わっているのだろうか？

経理・財務の専門的な部分の翻訳を一般の翻訳会社
に任せておいて大丈夫なのか？

都度翻訳者が変わっているが、用語など統一感のあ
るものになっているのだろうか？

英文開示の早期化に対応できる所はないか？

英文開示が必要なのは分かっているが、費用対効
果がはっきりしない。どのような観点から判断すれば
よいのか？

コスト面でもう少しリーズナブルなプランはないものか？

海外でファイナンスしたいが、非公開情報の取扱い
は大丈夫なのか？

英文開示に必要な数字の作成まで安心してまかせら
れないものか？

こんなことでお悩みではありませんか？

貴社の英文開示を
無料で評価いたします！

Information

多様な情報をご提供するサイトをオープン！

会計ダイバーシティ
～会計人材の多様な働き方を支援します！～

価値観の多様化とともに働き方も変化してきました。終身雇用が終焉を迎
え、在宅勤務、インディペンデントコントラクター、時短勤務、海外就業、
働くことと社会貢献のリンクなど働き方の個性が尊重されつつあります。
当サイトでは、多種多様な働き方の実現に向けた支援をしてまいります。

 お問い合わせ先 
JBA　HRソリューション株式会社　http://www.jbagroup.co.jp/hrs/
〒102-0083　東京都千代田区麹町1-3　ニッセイ半蔵門ビル6F
TEL：03-5215-7222　E-Mail：hrs@jbagroup.co.jp 
有料職業紹介事業　許可番号　13-ユ-305317/一般労働者派遣事業　許可番号�般13-305045

　業務委託や育児中の方の多様な働き方をご支援！

　コンサルタントの会計コラム！

　正社員・派遣・業務委託の多様な案件紹介！

検索会 計ダイバーシティ


